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の
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
調
査

も
い
い
が
、
先
進
地
の
視
察
調

査
に
予
算
を
付
け
る
と
い
う
話

で
は
な
か
っ
た
か
。

　
視
察
も
予
定
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
、
川
の
駅
の
よ
う
な

も
の
の
場
所
は
絞
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　
具
体
的
な
場
所
の
絞
り
込
み

等
は
行
っ
て
い
な
い
。
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
バ
イ
パ
ス
の
延

伸
に
合
わ
せ
て
考
え
る
。

②
幌
延
町
商
工
業
等
振
興
促
進

補
助
制
度
を
、
商
工
業
活
動
の

促
進
、
消
費
者
の
利
便
性
向
上
、

従
業
員
確
保
の
支
援
等
を
目
的

に
制
定
す
る
。

　
会
社
で
社
宅
を
建
て
る
場
合

に
、
民
営
賃
貸
住
宅
建
設
促
進

助
成
を
使
え
る
の
か
。

　
新
築
の
賃
貸
住
宅
に
関
し
て

は
、
助
成
制
度
が
使
え
る
。

　
農
家
の
６
次
産
業
の
立
ち
上

げ
の
場
合
、
商
工
会
に
加
入
し

な
い
と
補
助
制
度
は
使
え
な
い

の
か
。

　
商
工
会
に
入
れ
ば
間
違
い
な
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く
使
え
る
が
、
酪
農
部
門
は
今

内
部
で
農
業
政
策
に
関
し
て
協

議
し
て
い
る
。

⑶
幌
延
地
圏
環
境
研
究
所
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　
国
の
補
助
金
の
減
額
が
、
平

成
17
年
度
を
ピ
ー
ク
に
続
い
て

い
る
の
で
、
研
究
費
を
確
保
す

る
た
め
に
財
政
的
支
援
を
す
る
。

事
務
職
員
１
名
の
人
件
費
、
約

３
百
50
万
円
を
考
え
て
い
る
。

　
補
助
金
が
年
々
減
っ
て
い
る

こ
と
と
、
地
圏
の
運
営
は
リ
ン

ク
し
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
。

　
研
究
費
も
確
保
し
づ
ら
く
、

研
究
員
の
待
遇
も
上
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
悩
み
を
受
け
て
お
り
、

人
件
費
を
町
で
も
つ
こ
と
に
よ

り
浮
い
た
分
を
研
究
費
に
廻
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

　
本
当
に
町
で
人
件
費
分
出
し

て
い
る
と
い
う
裏
付
け
は
。

　
地
圏
は
、
町
で
い
え
ば
１
つ

の
特
別
会
計
と
考
え
て
も
ら
え

ば
い
い
か
と
思
う
。
中
身
の
確

認
は
出
来
る
と
思
う
。

⑷
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
利
用

者
負
担
額
の
改
正
に
つ
い
て

　
新
年
度
は
改
正
に
よ
り
多
子

軽
減
の
対
象
者
は
８
名
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
負
担
軽
減
で
無
償

と
な
っ
た
子
供
は
１
人
い
る
。
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改
正
に
よ
り
、
こ
ど
も
園
の

収
入
減
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
年
間
で
48
万
円
く
ら
い
。
国

が
収
入
減
の
財
源
の
面
倒
を
み

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑸
そ
の
他

○
医
師
確
保
に
つ
い
て

　
４
月
１
日
以
降
の
契
約
更
新

の
際
に
、
所
長
よ
り
３
カ
月
ご

と
の
契
約
を
し
な
が
ら
、
新
し

い
医
師
を
確
保
し
て
欲
し
い
と

話
が
あ
っ
た
。
後
継
者
を
見
つ

け
る
ま
で
は
今
ま
で
と
同
じ
。

　
現
状
は
ど
う
な
の
か
。

　
相
手
が
あ
る
話
な
の
で
、
そ

う
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思
っ
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て
い
る
が
、
一
生
懸
命
頑
張
る
。

○
町
営
住
宅
使
用
料
の
不
適
正

処
理
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

　
自
主
返
納
と
い
う
形
が
正
当

な
の
か
。
何
か
協
議
し
た
の
か
。

　
損
害
賠
償
金
の
請
求
と
い
う

こ
と
。
相
手
方
と
お
話
を
し
、

納
め
ま
す
と
な
る
と
自
主
納
付
、

応
じ
な
い
場
合
は
裁
判
に
な
る
。

　
も
し
納
め
て
い
た
だ
い
た
場

合
、
そ
の
後
委
員
会
を
開
い
て

処
分
が
決
ま
る
の
か
。

　
納
め
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

審
査
会
を
開
き
た
い
。
状
況
に

よ
っ
て
懲
罰
の
考
え
が
変
わ
っ

て
く
る
。
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ほろのべ議会だより 第90号　③

４
月
18
日

第
５
回  

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
報
告

５
月
13
日

第
６
回  

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会
報
告

○
調
査
事
項

⑴
平
成
27
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
が

３
月
29
日
付
で
交
付
決
定
さ
れ

た
の
を
受
け
、
歳
入
歳
出
の
補

正
額
合
計
９
千
５
百
72
万
６
千

円
の
増
額
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
事
業
の
事
業
費
の
１

千
３
百
81
万
２
千
円
を
繰
越
明

許
費
と
し
て
設
定
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
可
能
性

調
査
は
２
年
目
だ
が
、
何
か
形

あ
る
物
が
出
来
上
が
っ
て
く
る

の
か
。

　
平
成
27
・
28
年
度
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
成
果
物
の
公
表
を

予
定
し
て
い
る
。

⑵
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

①
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
で

採
択
さ
れ
た
事
業
は
、
官
民
協

働
に
よ
る
議
論
を
行
い
、
地
域

間
連
携
を
視
野
に
入
れ
た
町
の

賑
わ
い
創
出
、
産
業
振
興
の
地

域
振
興
（
観
光
）
計
画
の
策
定

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

問答

○
調
査
事
項

⑴
町
営
住
宅
使
用
料
等
の
不
適

切
な
事
務
処
理
に
係
る
処
分

に
つ
い
て

　
こ
う
い
う
結
果
に
至
っ
た
原

因
は
何
か
。

　
20
年
度
に
シ
ス
テ
ム
を
入
れ

て
使
用
。
し
か
し
、
不
具
合
が

生
じ
、
修
正
す
る
ソ
フ
ト
が
送

ら
れ
て
来
た
が
、
担
当
者
が
そ

の
適
用
作
業
を
27
年
度
ま
で
に
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18
回
あ
っ
た
の
を
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
。

　
今
後
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

　
更
に
検
証
し
、
再
発
防
止
策

を
講
じ
て
い
く
つ
も
り
で
、
係

長
制
を
復
活
さ
せ
、
仕
事
の
守

備
範
囲
と
責
任
を
自
覚
し
、
部

下
の
仕
事
を
監
督
す
る
な
ど
、

今
後
出
す
再
発
防
止
策
と
併
せ

て
適
正
な
事
務
を
進
め
て
行
く

よ
う
努
め
る
。
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